
地域に根ざし愛される場所へ�
　広戸地区に深浦診療所が完成しました。�

　町立診療所として、住民が元気で生きがいを持て

るよう、健康を守っていきます。�
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５
月
30
日
、
深
浦
診
療
所
の
開
所

式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
80
人
が
、

新
し
い
診
療
所
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
吉
田
町
長
は
「
町
民
が
安
心
し

て
通
院
で
き
る
診
療
所
が
よ
う
や
く

完
成
し
た
。
今
後
は
地
域
包
括
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
、
医
療
を

中
心
と
し
た
包
括
ケ
ア
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
診
療
所
へ
の
送
迎
バ
ス

を
運
行
す
る
の
で
、
多
く
の
方
々
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
挨

拶
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
か
つ
て
町
の
医
療
に
携
わ

り
、
深
浦
診
療
所
の
管
理
者
に
就
任

し
た
山
田
悦
輝
医
師
は
「
医
療
情
勢

が
日
々
変
化
し
て
い
く
中
で
は
あ
る

が
、
町
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
。
患
者
さ
ん
と
共
に
歩
み
、

悩
み
な
が
ら
、
何
で
も
相
談
で
き
る

よ
う
な
医
療
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。�

　
開
所
式
終
了
後
に
は
一
般
公
開
を

行
い
、
多
く
の
住
民
が
新
し
い
診
療

所
を
見
学
し
ま
し
た
。
松
神
地
区
か

ら
来
た
女
性
は
「
４
月
ま
で
は
岩
崎

診
療
所
が
あ
っ
た
が
、
今
は
能
代
ま

で
行
っ
て
い
る
の
で
と
て
も
大
変
だ

っ
た
。
今
日
見
学
し
て
、
Ｃ
Ｔ
な
ど

大
き
い
病
院
に
し
か
な
い
機
器
が
あ

っ
て
、
い
い
意
味
で
診
療
所
っ
ぽ
く

な
か
っ
た
。
い
つ
も
診
て
も
ら
っ
て

い
る
先
生
が
い
て
、
と
て
も
安
心
で

す
」
と
、
町
の
中
心
に
で
き
た
診
療

所
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。�

　
町
で
は
、
今
後
も
住
民
の
方
々
に

安
心
・
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
提
供
に

努
め
、
地
域
に
根
ざ
し
愛
さ
れ
る
診

療
所
を
目
指
し
ま
す
。�

関係者によるテープカット�見学会での様子�

住民に寄り添う医療を目指して�

●診療科目�

　内科・外科�

●診 療 日�

　月・火・水・木・金曜日�

●受付時間�

　８：15～11：00�

　13：30～16：00�

　※但し、金曜日は15：00まで�

●診療時間�

　９：00～12：00�

　14：00～17：00�

●休 診 日�

　土・日曜日、祝日、年末年始�

●問 合 せ�

　深浦町国民健康保険　深浦診療所�

　ＴＥＬ　0173－82－0337�

　ＦＡＸ　0173－82－0340�

　〒038－2321�

　青森県西津軽郡深浦町大字広戸字家野上104-3

深浦診療所完成�

CT室�

検査室�診察室�

点滴室�処置室�

待合ホール�

深浦診療所外観�

▲�

▲
�

▲
�

▲
�

処置室�

▲
�待合廊下�

職員トイレ職員トイレ（男）（男）�

職員トイレ職員トイレ（女）（女）�

職員トイレ（男）�

職員トイレ（女）�

備品庫�
医療�
廃棄室�感染ＷＣ感染ＷＣ�感染ＷＣ�

検査室�

掃
除
掃
除
�

用
具
庫

用
具
庫
�

掃
除
�

用
具
庫
�

職員休憩室�

感
染
待
合
室
�

物品庫�ＣＴ室�
一般・ＴＶ�
撮影室�

操
作
室
�

畳コーナー�

受付�相談室�

診察室１�診察室２�

待合ホール�女
子
ト
イ
レ
�

接続廊下�

採
尿
室

採
尿
室
�

採
尿
室
�

汚
物
室

汚
物
室
�

汚
物
室
�

男
子
ト
イ
レ
�

多機能�
トイレ�

職員廊下職員廊下�職員廊下�

感染症診察室�

検
査
コ
ー
ナ
ー
�

点滴室�

事務室�

職員玄関職員玄関�職員玄関�

風除室１風除室１�風除室１�
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５
月
15
日
、
県
内
自
治
体
で
初
と
な
る
深
浦
町
に
よ
る
冠
協
賛
の
プ
ロ
野
球

公
式
戦
「
楽
天
対
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」
が
、
楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
で
開
催
さ
れ
、

球
場
全
体
が
〝
深
浦
一
色
〞
に
染
ま
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
１，

０
１
９
人
の
応
募
者
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
仙
台
圏
在
住

の
町
出
身
者
ら
２
０
０
人
を
無
料
招
待
。
家
族
の
再
会
を
喜
ぶ
方
や
、
深
浦
を

懐
か
し
む
方
が
多
く
い
る
中
、
70
代
の
女
性
は
「
息
子
が
転
勤
で
深
浦
へ
。
そ

の
時
に
孫
が
生
ま
れ
、
現
在
は
高
校
１
年
生
。
深
浦
町
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

所
で
、
家
族
み
ん
な
大
好
き
で
す
。
今
日
は
息
子
と
孫
と
観
戦
し
ま
す
」
と
、

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
の
入
場
者
数
は
２
３，

７
６
７
人
。
大
観
衆
の
中
、
吉
田
町
長
が
始

球
式
を
行
い
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。�

　
大
役
を
終
え
た
吉
田
町
長
は
「
非
常
に
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

た
。
深
浦
町
を
知
ら
な
い
方
も
、
た
く
さ
ん
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
を

機
に
、
深
浦
町
を
訪
れ
る
方
が
増
え
る
よ
う
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、

仙
台
の
夜
空
に
今
後
の
希
望
を
誓
い
ま
し
た
。�

①敷地内の特設ブースでは、スタッフが笑顔で深浦をPR。「マグロ

ステーキ」や「ふかうら雪人参ジュース」など1,000人分を無料

で振舞い、深浦を味わおうと長蛇の列ができていました。「初め

て食べたけど、とてもおいしい。」「お肉みたいでジューシー！」��

②無料招待チケットを当てた深浦町出身＝仙台在住＝の佐藤さん一

家。「いつも深浦町を応援しています！」��

③楽天の７回攻撃を前に風船を飛ばす準備！楽天の応援歌が歌い終

わると一斉に赤いジェット風船が夜空を舞いました。��

④吉田町長の始球式は、ワンバウンドでキャッチャーミットの中へ。

「本当に気持ちよかった。嶋選手（楽天）がしっかりキャッチして

くれて安心した。」��

⑤左から堀内選手（楽天）、吉田町長、米谷観光課長、今宮選手（ソ

フトバンク）。両チームに「つるつるわかめ」１年分を贈呈しま

した。バックスクリーンには美しい青池の映像とともに深浦の文

字が。��

⑥特設ブースの抽選会の景品の中には、「あなたの自宅でマグロの

解体ショー」や、鮮魚セットなどが用意されました。��

⑦「深浦町、本当に最高です!!」と、飛び切りの笑顔を見せてくれた

家族。近隣の人との会話も深浦の話題で盛り上がっていました。��

⑧タオルを回して、楽天を応援！好きな選手がヒットを打つと、タ

オルを広げて熱いエールを送っていました。�

〜
仙
台
で
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
〜

〜
仙
台
で
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
〜�

〜
仙
台
で
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
〜�

楽
天
ホ
ー
ム
を
深
浦

楽
天
ホ
ー
ム
を
深
浦
一
色
に
色
に�

楽
天
ホ
ー
ム
を
深
浦

楽
天
ホ
ー
ム
を
深
浦
一
色
に
色
に�

楽
天
ホ
ー
ム
を
深
浦
一
色
に�

①�④�

②�

③�

①�④�⑤�⑥�

⑦�

⑧�

⑤�⑥�

⑦�

⑧�

②�

③�
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訓
練
は
、
５
月
25
日
午
前
11
時
30
分

に
、
緊
急
一
斉
放
送
及
び
緊
急
エ
リ
ア

メ
ー
ル
伝
達
と
同
時
に
実
施
。
全
町
あ

げ
て
の
訓
練
に
は
、
各
小
中
学
校
や
福

祉
施
設
、
自
治
会
な
ど
約
２，

５
０
０

人
が
参
加
し
、
35
年
前
の
日
本
海
中
部

地
震
を
教
訓
に
、
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
町
に
大
雨
警
報
（
土
砂

災
害
）
が
発
表
さ
れ
、
岩
坂
地
区
周
辺

に
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
災
害
対
応

の
中
、
日
本
海
沖
を
震
源
と
す
る
大
地

震
が
発
生
し
、
津
波
の
襲
来
が
予
測
さ

れ
る
事
態
を
想
定
し
ま
し
た
。
土
砂
災

害
、
さ
ら
に
地
震
発
生
の
一
斉
放
送
を

受
け
、
参
加
者
は
慌
て
ず
落
ち
着
い
た

様
子
で
各
避
難
所
へ
と
避
難
し
、
経
路

を
確
認
し
ま
し
た
。�

　
訓
練
の
モ
デ
ル
地
区
に
設
定
さ
れ
、

避
難
場
所
と
な
っ
た
北
金
ヶ
沢
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー
に
は
、
防
災
無
線
を
聞
い

た
住
民
や
修
道
小
学
校
の
児
童
な
ど
約

２
５
０
人
が
続
々
と
避
難
。
訓
練
に
参

加
し
た
70
代
の
女
性
は
「
避
難
場
所
が

分
か
り
や
す
く
て
避
難
し
や
す
く
な
っ

た
。
周
辺
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
な
が

ら
、
迅
速
に
避
難
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
新
深
浦
町
漁
協
北
金
ヶ
沢
女

性
部
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、

海
上
自
衛
隊
大
湊
基
地
の
レ
シ
ピ
を
参
考

に
し
た
「
大
湊
海
自
カ
レ
ー
」
が
参
加
者

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新
深
浦
町
漁
協
北

金
ヶ
沢
女
性
部
の
伊
藤
さ
ん
は
「
大
湊
海

自
カ
レ
ー
を
う
ま
く
再
現
で
き
た
と
思
う
。

有
事
の
際
は
、
協
力
し
合
っ
て
炊
き
出
し

を
行
い
た
い
」
と
、
意
欲
的
に
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。�

��

　
町
で
は
、
平
成
28
年
１
月
に
防
災
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で
、
居
住

区
域
の
大
部
分
が
浸
水
区
域
と
な
る
、
北

金
ヶ
沢
地
区
に
、
防
災
拠
点
と
避
難
施
設

を
併
設
し
た
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
「
北
金

ヶ
沢
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
、

今
回
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
実
際
に
利
用
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
有
事
の
際
の
備
え

と
な
る
よ
う
計
画
的
な
防
災
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

�▼炊き出し訓練では大湊海自カレ�
　ーを振舞いました�

▲階段を全力で駆け上がり、この�
　表情�

▼今回モデル地域となった「北金�
　ヶ沢総合防災センター」�

▲修道小は校長先生を先頭に避難�
　場所を目指しました�

救助活動の訓練を披露する深浦消防署の署員救助活動の訓練を披露する深浦消防署の署員�救助活動の訓練を披露する深浦消防署の署員�

北
金
ヶ
沢
地
区
を�

　
　
　
　
モ
デ
ル
地
域
に�

町
の
防
災
対
策�

みんなでみんなで命を守る�
深
浦
町

深
浦
町
防
災
訓
練

防
災
訓
練
�

みんなで命を守る�
深
浦
町
防
災
訓
練
�

町政への提言レター�
　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより自

由な形で意見・要望などの提言を町政に対して行えるよ

う、『町政への提言レター事業』を実施します。�

�

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。�

　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込

み、全世帯に配布します。切手の貼付、郵便番号、あて

先等の記載は必要ありません。差出有効期間内は随時受

け付けします。�

　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的な

ものとし、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷は

ご遠慮ください。差出人に回答する際に必要となるため、

住所・氏名の記入をお願いします。�

　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策に

反映されたご意見ご要望や、広く町民のみなさんにお知

らせする必要があるものについては、その提言内容等を

広報紙にてお知らせします。�

深浦町長　吉田　満�

私が�
お答えします！�

こんなところを�

聞いてみたい！�こんなことを�

やってみたら？�
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深浦町総合戦略課　企画調整係�
電話　74－2122�

みなさんの身近な話題・行事・出来事�
などの情報をお寄せ下さい。�

柵が開けられ一斉に走り出す�

受章した兼平愛助さん（左）�

田植え上手にできたよ!!

　深浦小学校５年生の20人が、総合学習の一環として、

バケツ田植えに挑戦しました。�

　ＪＡつがるにしきた農業協同組合深浦支店の岩谷支店長や町職員から、

米の種類や植え方の注意点を教わった後、土が入ったバケツに苗を７～

８本取り植え付けました。村上日彩くんは「手で植えるのは初めてだっ

たけど、バケツの中は暖かくて気持ちよく、とても楽しかった。これか

らおじいちゃんの田植えを、積極的に手伝いたい」と、田植えの楽しさ

を知ったようでした。�

　今回植えた苗は、成長の観察を続け、秋に収穫することとしています。�

�

水揚げされた養殖サーモン�

「魚力」ソラマチ店に並ぶ深浦町産のサーモン�

試食で深浦の旬の味をＰＲ�

総会の様子�

食育インストラクターの伏見憲子氏�

　このほど、サーモンの海面養殖試験が行われている深浦港

及び北金ヶ沢海洋牧場で、試験販売用の成魚が水揚げされま

した。このうち、深浦港では５月14日に約100匹が水揚げさ

れ、体長50センチほどに成長した養殖サーモンは、パンパ

ンに身が詰まり、元気に飛び跳ねていました。このサーモン

は市場等の評価を確認するために試験販売を行う予定で、深

浦漁協の山本幸宏組合長は「昨年の冬の時化で、とても苦労

したが、初水揚げされた養殖サーモンは、状態もいいし元気

に育っていて安心した。組合員一丸となって大切に育て、来

年５月の出荷を成功させたい」と意気込んでいました。�

�

�

�

�

　５月21日、鮮魚小売業「魚力」の東京スカイツリータウン・

ソラマチ店で、深浦町の旬の水産物をＰＲする「青森・深浦

フェア」が行われ、深浦町産の新鮮な魚介類などが店頭で販

売されました。�

　この日の目玉は、深浦港・北金ヶ沢海洋牧場で養殖試験を

経て水揚げされた「深浦サーモン」。前日までに水揚げされ

たサーモンは、鮮度もよく身も締まっていてプリプリ、脂も

乗っており、サーモンを試食した買い物客は、「おいしいです」

と大満足の様子でした。�

　試験販売として初めて県外の店舗に登場した「深浦サーモ

ン」は、県が深浦町で行った海面養殖試験で育てられたもの。

吉田町長も店頭に立ち、県産品ＰＲキャラクター「決め手く

ん」とともに深浦町の旬の味をＰＲしました。�

　食生活の見直しにより生活習慣病を予防しようと、町内各地

で活動している町食生活改善推進員の総会・研修会が、役場文

化ホールで行われました。�

　総会には21人が出席。昨年に引き続き会長を務めた大　範

子さん（崎の町）は、「今年度も皆さんの協力を頂きながら、

食生活改善に向けて頑張りたい」と抱負を語りました。その他、

昨年度の事業報告と今年度の事業計画（案）等が審議され、全

て承認されました。�

　続いて行われた研修会では、生まれてからの食育、そして高

齢者になってからの食育について学び、参加者は現在の食生活

を今一度考える機会となりました。�

　春の叙勲が４月29日付で発令され、兼平愛助さん（田野沢）

が旭日単光章（地方自治功労）を受章しました。�

　兼平さんは、平成12年10月に、深浦町選挙管理委員会委員に就任。以来

平成29年５月まで４期16年余にわたり、選挙管理委員として在職しました。�

　この間、深浦町選挙管理委員会委員長の職責を16年余の間にわたり果た

すなど町発展のため、各種選挙における公正な選挙の実現に尽力されました。�

　多年にわたり深浦町選挙管理委員会委員長として、公正な選挙制度の推進

及び地方自治の振興発展に寄与した功績が認められて、受章されました。�

開発に協力した岡本氏（中央）、光城精工の�
芳賀氏（右）�

　町が誇る「夕陽」をテーマにした工業品のお土産が

完成し、関係者が報告に訪れました。�

　㈱ふかうら開発、㈱光城精工、及び㈱SEGアドバイザーの岡本氏が

協力し、開発された「深浦夕陽電球」は、発光すると一瞬で、温かく

優しい夕陽色の雰囲気に。また、電球にぴったりな照明器具として、

津軽塗で春夏秋冬を描いたランプシェードも開発し、自宅でも深浦の

四季を楽しむことができます。吉田町長は「深浦が誇る夕陽をモチー

フに、また１つ名産品ができて嬉しい。たくさんの方に使っていただ

いて、深浦の夕陽を感じてほしい」と、新たな逸品の完成を喜びました。�

　畜産農家の省力化と繁殖牛の飼育コスト削減を目的

とした放牧が、追良瀬牧場で行われました。�

　追良瀬牧場では、えさとなる草を求めて広い草地を歩き回ること

で、健康で病気に強い丈夫な牛を育てようと、春から秋までの期間

中、牧草地に放牧する「夏山冬里方式」で繁殖牛を育てています。�

　今年も、町内９軒の畜産農家から、親牛・子牛合わせて45頭が

牧場に集合。個体確認を終えた牛たちは、柵が開けられると勢いよ

く走り出し、久しぶりの草地を元気に駆け回りました。�



大切な御縁をいただいたお客様に�～ありがとう～�と言われる仕事を心掛けています。�
ご用命は �

任せて安心の�

家族葬から一般葬・社葬まで�

ご予算に応じた御葬儀を�

提案・施工いたします。�

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ �

「一般貨物自動車運送事業（霊柩）�第�４�９�７�号」 �

厚生労働省認定�

１級葬祭ディレクター在籍店�

FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�
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【竹の子（根曲竹の子】　～伊藤みのり（長慶平）～�

おすすめの食べ方！作ってみよう♪�

「竹の子と豚肉の油いため」�
●材　料�
根曲竹の子、凍み豆腐、糸こんにゃく、豚肉、贅沢だし粉、酒、醤油、サラダ油�

●作り方�

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。�

深浦町特産品振興会事務局（観光課商工振興係）　TEL　0173－74－4412

販 売 者：伊藤みのり　　深浦町長慶平字津軽平46　　ＴＥＬ　０１７３－７４－３３８１�

販売場所：つがるにしきた農業協同組合深浦支店�

たけ　　 こ　 ねまがりたけ　　 こ　　　　　　い とう　　　　　　ちょうけいだいら            

　 昭和62年から白神山地の麓、青森県深浦町の長慶平地区に自然に自生していた中から９品種を選び植付
し、50日以上収穫できる栽培をしています。�
　風味豊かで柔らかく、市場でも高い評価を得ています。�
　収穫時期は５月中旬～６月上旬です。�

なるほど！�

①竹の子をたてに薄く切る。（生の竹の子の場合、皮をむき１番下の節を取る。）�

②豚肉、糸こんにゃくを１口サイズに切る。�

③凍み豆腐を湯で戻し、１口サイズに切る。�

④熱したフライパンにサラダ油をひき、豚肉、竹の子、凍み豆腐、糸こんにゃくを入れて炒める。�

⑤④に水、だし、酒、醤油を入れてひと煮たちさせたら完成。�

※水煮として、瓶詰や缶詰で販売されているものを使用すると便利です。�

　一般的なタケノコは孟宗竹（もうそうちく）と呼ばれるタケの若芽ですが、今回

紹介している根曲竹の子は、チシマザサと呼ばれる笹の若芽のことで、孟宗竹とく

らべると細く小さくなっています。�

　肌ざわりがとてもよく、良い香りもします。�

　アクも少ないのですぐにお料理にご使用いただけます。�

長慶平産の竹の子は、澄んだ空気の山の中で�

大切に育てられているよ。�

深浦町食生活改善推進員会の深浦町食生活改善推進員会の�深浦町食生活改善推進員会の�地産地消レシピ地産地消レシピ�地産地消レシピ地産地消レシピ�地産地消レシピ�

　深浦町食生活改善推進員会では、平成29年度「地産地消レシピ検討会」を行い、

地元食材の人参・なす・ピーマン・青南蛮・ふきを利用したレシピを作成しまし

た。この機会に作って食べてみてください。�

『食べる南蛮みそ』�
●材　　料�

なす　小１本、人参　50g、ピーマン　２個、ふき（ゆで）　

50g、生椎茸　２枚、青南蛮　５本、味噌　大さじ３弱（50g）、�

砂糖　大さじ３弱（25g）、酒　大さじ２、油　大さじ１（15g）�

�

●作 り 方�

①なすはヘタを取って粗みじん切りにして水にさらし、ア

ク抜きしてから水きりします。�

　人参・ふき・生椎茸・種を除いたピーマン・青南蛮はみ

じん切りにします。�

②フライパンに油を熱して野菜を炒め、しんなりしたら味噌・

砂糖・日本酒を入れて炒め合わせ、水分を飛ばしながら

炒めて出来上がりです。�

※冷めると硬さが増すため、好みの硬さの一歩手前で火

を止めましょう。�

※ご飯やおにぎりの具にも合い、生野菜や豆腐にかけて

食べてもよいでしょう。�

※青南蛮の代わりに、赤唐辛子や粉唐辛子を使用し、好

みの辛さに調節しましょう。�

�

● ポイント�

　大きくなってしまったきゅうりやシソの葉、ふきのとう

やしし唐など、地元の野菜や山菜を使用することができる

常備保存食です。使用する野菜によって味や香りの違うも

のができます。�

　味噌を使用しているため、食べ過ぎると塩分摂取量が多

くなりますので注意しましょう。�

�

●栄 養 価�

全 体 量：エネルギー　404kcal�

　　　　　　　たんぱく質　33.1g�

　　　　　　　脂　　　質　15.4g�

　　　　　　　炭 水 化 物　53.6g　　�

　　　　　　　塩分相当量　11.1g�

�

�

■問合せ先　地域包括ケアセンター�

　　　　　　ＴＥＬ　７６－２０４２�

なんばん�

�

�

�

食べる南蛮味噌の具材�

食べる南蛮味噌の完成です�

炒め中�



つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

アパート入居者募集�
●所在地：広戸字家野上�
　　　　　　　　　　101-221�
●名　称：東ハイツ　A-1�
●間取り：メゾネットタイプ�
　　　　　1、2階合わせて15坪�
●設　備：冷暖エアコン�
　　　　　FFストーブ�
●家　賃：月　38,000円�

●所在地：広戸字家野上�
　　　　　　　　101-305�
●名　称：戸建て�
●間取り：32坪�
　　　　　キッチン他6部屋�
●設　備：冷暖エアコン�
　　　　　FFストーブ�
●家　賃：月　38,000円�

【連絡先】　深浦字浜町285-1�
　　　　　宮本アパート　代表　宮本　京子�
　　　　　電話　74-3117　携帯　080-5554-5559
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　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

小笠原　幸　裕�先生�
ファミリークリニック☆希望 院長�

今月のドクター�

降圧剤（血圧を下げる薬）は�
飲み始めるとやめられない？�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　よくある診察室でのやり取りを紹介します。

Ａさんは、血圧が持続的に高い50才代の方です。

数か月間、減塩、節酒、ダイエット、運動等

に努めてみたもののあまり実行できなかった

ようです。血圧は高いままでした。Ａさんは「降

圧剤（血圧を下げる薬）は飲みたくない。い

ったん飲み始めるとやめられなくなるから降

圧剤は怖い。ギリギリまで飲まない。」と言わ

れていました。�

　「いったん飲み始めるとやめられなくなる」

と勘違いしているために降圧剤を開始せず、

結果として脳卒中、心臓病、認知症、腎不全、

動脈瘤、眼の血管病等になってしまう方は少

なくありません。無症状のまま静かに静かに

動脈硬化は進行し、ある日 突然、救急車を呼

ぶことになるのです。�

　覚醒剤や大麻、喫煙（ニコチン）等は、い

ったん手を出すと習慣性・依存性があるため 

やめるのが難しいのですが、降圧剤には習慣性・

依存性はありません。降圧剤を開始しても、

生活習慣の改善（減塩、節酒、ダイエット、

運動、ストレス管理など）に成功した場合は

降圧剤をやめることができます。「飲み始め

たら やめられないは誤った認識、都市伝説」

なのです。�

　夏は、発汗量、運動量が多いため血圧は下

がる傾向にあり、冬～春は発汗量、運動量が

少ないため血圧が上がる傾向にあります。気

温の影響もあります。このため、降圧剤は夏

に減薬（中止）し、冬～春に増薬（再開）す

ることも少なくありません。冬は厚着、夏は

薄着にするように降圧剤にも衣替えが必要な

のです。85才くらいになると食事量、塩分摂

取量、飲酒量も減りますので以前よりも血圧

が下がってくる方がよくあります。むしろ下

がりすぎの問題が生じるため降圧剤を減薬、

中止した方がよい場合があります。�

　降圧剤の増減、中止は

医師と相談の上、慎重に

段階的に行うべきです。

それなりの経験と知識、

技術が必要だからです。

また、増減、中止後の血

圧測定と評価は必須です。�

大集合�を�大切�に�
むし歯

ゼロの子

世永　希翠�くん�（風合瀬）�
き�すい�

山本　凪咲�さん�（風合瀬）�
なぎ�さ�

山　　侑志�くん�（北金１区）�
ゆう�し�

小島星彩七�さん�（北金１区）�
い�せ� な�

山　　望結�さん�（北金１区）�
み�ゆ�

　乳歯が生えそろい、上下の歯がしっかり噛み合うようになるのは２歳半から３歳
頃です。�
　この時期はまだ、噛む力が弱く奥歯で「噛んでつぶす」ことはできても「すり潰
す」ことがまだ上手にできません。子どもが食べ物をよく噛まないで飲みこんだり、
舌で押し出したりするときは、お口の成長が食材や調理形態にあっていないからか
もしれません。�
　子どもの食べる様子を観察しながら適度に噛みごたえのある食事を取り入れて、
ゆっくりよく噛んで食べる習慣をつけることで、歯からの刺激が歯を支える顎の骨
に伝わり顎の成長を促します。�
　顎の成長を促すことで乳歯や、その後に生えてくる永久歯のスペースができ、歯
並びがよくなります。�

　�

　�
　�

りゅう�
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歳
）
相

野

山�

大
　
澤
　
　
　
悦
（
80
歳
）
塩

見

崎�

野
　
呂
　
サ
ツ
ヱ
（
78
歳
）
驫
　
　
木�

�

４
月
21
日
〜
５
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出�

戸
�籍
�

窓
�

の
�

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

（
　
　
　
）�

《５月末日現在》（　）内は前月比�

深浦町の総面積　488.89H

　男 ……�

　女 ……�

　計 ……�

世帯数�

（－9）�

（－12）�

（－21）�

（－1）�

深浦町深浦町の人口人口と世帯世帯�深浦町の人口と世帯�

3,939人�

4,411人�

8,350人�

3,779世帯�

お
い
し
い
時
間

お
い
し
い
時
間�

お
い
し
い
時
間

お
い
し
い
時
間�

お
い
し
い
時
間�

D
eliciou

s tim
e

D
eliciou

s tim
e

校
閲
ガ
ー
ル
の

校
閲
ガ
ー
ル
の� D

eliciou
s tim

e

校
閲
ガ
ー
ル
の�

第２回�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。�

��

　
今
回
は
、
防
災
訓
練
の
際
に
新
深

浦
町
漁
協
北
金
ヶ
沢
女
性
部
が
炊
き

出
し
訓
練
を
行
い
調
理
し
て
い
た

「
大
湊
海
自
カ
レ
ー
」
を
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
炊
き
出
し
訓
練
は
、
実

際
に
海
上
自
衛
隊
大
湊
基
地
の
方
に

レ
シ
ピ
を
伝
授
し
て
も
ら
い
、
見
事

に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
食
べ
て
み
る

と
、
野
菜
と
肉
の
旨
味
が
カ
レ
ー
に

溶
け
込
み
、
と
て
も
ま
ろ
や
か
な
カ

レ
ー
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
辛

さ
は
控
え
め
で
、
子
ど
も
も
美
味
し

く
い
た
だ
け
る
辛
さ
に
調
整
し
て
お

り
、
訓
練
に
参
加
し
た
中
学
生
た
ち

も
「
と
っ
て
も
美
味
し
い
！
」
と
た

く
さ
ん
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。�

　
今
回
炊
き
出
し
訓
練
で
使
用
し
た

カ
レ
ー
に
は
、
生
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ

ー
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

様
々
な
隠
し
味
を
入
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
を
作
る

際
は
、
豚
肉
か
ら
出
汁
が
出
や
す
い

の
で
、
沸
騰
さ
せ
た
鍋
に
10
秒
ほ
ど

湯
通
し
を
す
る
こ
と
で
出
汁
を
閉
じ

込
め
る
そ
う
で
す
。�

　
私
も
、
「
大
湊
海
自
カ
レ
ー
」
の

レ
シ
ピ
を
参
考
に
作
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
い
し
い
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪�

�

野
　
呂
　
京
　
平
　
謙
　
之�

　
　
　
　
　
　
　
　
順
　
子
　
東
　
野�

岩
　
谷
　
勇
希
博
（
岩
　
　
坂
）�

小
　
野
　
夕
　
佳
（
青

森

市
）�

き
ょ
う
　
へ
い�

前
期
生
徒
総
会
生
徒
会
基
本
方
針「
有
言
実
行
」�

　
４
月
25
日（
水
）平
岡
龍
那
生
徒
会
長
よ
り
、
力
強

い
挨
拶
が
な
さ
れ
生
徒
総
会
が
開
催
。
今
年
度
の
計

画
な
ど
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

Ｈ
Ｒ
理
事
よ
り
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

11
Ｈ
Ｒ
（
理
事
、
七
戸
優
香
・
野
呂
風
花
）�

　
入
学
当
初
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
控
え
め
で
し
た
が
、

今
は
何
で
も
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
ク

ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
６
月
の
体
育
祭
、

ク
ラ
ス
で
団
結
し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。�

21
Ｈ
Ｒ
（
理
事
、
永
谷
優
樹
・
斉
藤
紫
咲
）�

　
２
人
で
助
け
合
っ
て
、
２
年
生
を
ま
と
め
て
色
々

な
行
事
を
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
１
年
生
の
模
範
に

な
れ
る
よ
う
に
、
挨
拶
や
行
動
を
自
分
か
ら
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。�

31
Ｈ
Ｒ
（
理
事
、
鶴
田
夏
海
・
小
野
侑
大
）�

　
３
年
生
と
い
う
こ
と
で
、
最
高
学
年
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
知
識
、
礼
儀
、
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
身

に
つ
け
た
い
で
す
。
２
年
間
の
学
校
生
活
を
経
て
気

づ
い
た
自
分
で
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
磨
き
、
社
会

で
通
用
す
る
人
間
と
な
れ
る
よ
う
21
人
、
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。�

�

防
災
教
室
２
分
21
秒
避
難
完
了
・
シ
ュ
ー
タ

訓
練
は
？�

　
５
月
９
日（
水
）、
地
震
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
、
各
学
年
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
シ
ュ
ー
タ
訓
練
は

１
年
次
を
対
象
に
行
わ
れ
、
担
任
の
中
村
修
子
先
生

も
積
極
的
に
参
加
し
、
３
階
か
ら
１
階
ま
で
降
り
た

時
に
は
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
よ
り
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。�

�

高
校
総
体
壮
行
式
、
熱
き
戦
い
、
熱
血
応
援�

　
５
月
23
日（
水
）、
高
校
総
体
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
蛯
名
教
頭
先
生
、
平
岡
龍
那
生
徒
会
長
よ
り

激
励
の
こ
と
ば
、
卓
球
部
、
陸
上
競
技
部
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
よ
り
決
意
表
明
、
選
手
団
を
代
表
し
て
陸

上
競
技
部
主
将
小
野
侑
大
選
手
の
選
手
宣
誓
と
熱
く

進
行
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
斉
藤
圭
祐
団
長

の
も
と
８
人
の
有
志
に
よ
る
熱
血
な
応
援
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り

が
と
う
。�

３
１
０
６
　
斉
藤
圭
祐�

　
緊
張
し
て
い
て
失
敗
も
し
た
け
ど
各
部
と
も
高
校

総
体
で
活
躍
し
て
欲
し
い
。�

������������【
６
・
７
月
の
行
事
予
定
】�

６
月
25
日（
月
）〜
28
日（
木
）　
１
学
期
期
末
考
査�

７
月
４
日（
水
）　
野
球
部
壮
行
式�

　
　
６
日（
金
）　
弘
大
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム�

　
　
11
日（
水
）　
行
合
崎
清
掃
活
動�

　
　
12
日（
木
）　
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス�

　
　
13
日（
金
）　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
遊
歩
道
整
備
①
、

　
　
　
　
　
　
　
進
路
講
話�

　
　
17
日（
火
）　
性
教
育
セ
ミ
ナ
ー�

　
　
19
日（
木
）　
１
学
期
終
業
式�

　
　
20
日（
金
）〜
８
月
20
日（
月
）　
夏
季
休
業�

�

●
お
知
ら
せ�

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
鎖
日�

　
　
　
　
　
　
８
月
13
日（
月
）〜
14
日（
火
）２
日
間�

　
学
校
閉
鎖
中
は
、
校
内
外
の
部
活
動
も
禁
止
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
職
員
も
い
ま
せ
ん
の
で
、
学

校
へ
の
問
合
せ
、
各
種
証
明
書
の
発
行
も
対
応
は
で

き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

浜
萱
草
俳
句
会�

　ふ
　ぜ
い�

　ふ�

　ぼ
　
ち�

ば
い

も
　
ゆ
　
り�

り
ん�

わ�

ろ
う
ど
く�

さ
え
ず�

ほ
ぐ�

坂
　
　
　
哲
　
夫
（
87
歳
）
風

合

瀬�

小
山
内
　
喜
一
郎
（
93
歳
）
風

合

瀬�

脇
　
川
　
ヨ
ツ
ヱ
（
85
歳
）
北
金
１
区�

鴨
　
　
　
フ
　
キ
（
87
歳
）
北
金
２
区�

民
　
谷
　
　
　
寛
（
91
歳
）
北
金
３
区�

藤
　
田
　
光
　
弘
（
92
歳
）
岩
　
　
坂�

松
　
林
　
　
　
剛
（
79
歳
）
岩

崎

下�

齊
　
藤
　
　
　
猛
（
75
歳
）
岩

崎

中�

大
　
　
　
正
　
義
（
84
歳
）
正
　
　
久�

秋
　
穂
　
英
　
治
（
65
歳
）
正
　
　
久� 美味しくできました� とてもまろやかな大湊海自カレー�
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係�

1
０
１
７
３
ー
74
ー
２
１
１
１
（
代
表
）�

このコーナーでは、元気いっぱいな�

園児達の作品をご紹介します。�

柳田保育園のなかよしたち�

「だいすきなかぞくへ�
　　　いつもありがとう」�

〇
千
葉
県
船
橋
市
�

〇
兵
庫
県
宝
塚
市
�

〇
青
森
県
弘
前
市
�

塩
谷
　
貴
治
様
�

奥
村
　
修
平
様
�

石
澤
　
幹
夫
様
�

（
５
月
25
日
ま
で
入
金
分
）�

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
�

し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
�

た
だ
き
ま
し
た
。
�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

6月号�
№159

ホームページアドレス http:://www.town.fukaura.lg.jp/

そのむら　ぎりゅうくん（５さい）�
やぎはし　ゆうせいくん（５さい）�
あ　　べ　ゆ き とくん（６さい）�
ち　だ　じんのすけくん（５さい）�
�
ち　　ば　え り いさん（５さい）�
やまもと　こ こ ろさん（５さい）�
き む ら　ひ ま りさん（５さい）�
�

（左上から）�

（左下から）�

西海岸広域農道のトンネルの名称を募集します！�
　現在、関地区で工事中のトンネル（延長463ｍ）

が平成31年度に完成する予定となっています。�

　完成すると、青森県内初の農道トンネルが誕生す

ることとなります。�

　トンネルの名称は入り口の上部に取り付けられま

す。深浦町にふさわしい、印象に残るような名称を

募集します。�

■公募の内容及び方法�

①応募資格�

　深浦町民の方であればどなたでも応募いただけます。�

②応募方法�

・メール、ハガキまたはＦＡＸにより応募してくだ

さい。�

・名称の応募はお一人様一件でお願いします。�

・既に存在するトンネル名称と類似しないもので、

自作かつ未発表のものに限ります。�

・読み方と簡単な理由、住所、氏名（ふりがな）、性

別、年齢を明記してください。�

・採用された方の氏名及び居住地区名を広報等で公

表する予定ですので、公表を希望されない場合は

その旨記載ください。�

　公表例：深浦　太郎（ふかうら　たろう）さん　 

　　　　　（〇〇〇地区）�

③応 募 先�

・〒038-2324　深浦町大字深浦字苗代沢84番地2

深浦町建設課　土地改良係�

　・E-mail：kensetu01＠town.fukaura.lg.jp�

　・ＦＡＸ：0173-74-4415�

④そ の 先�

・名称に関する一切の権利は、深浦町に帰属する

ものとします。�

・本募集に際し、お寄せ頂いた個人情報は選考の

際のみ使用し発表後は適正に処分します。�

■公募期間�

　平成30年6月18日から７月６日まで�

■施設概要�

　所在地：深浦町大字関字小童子山地内�

　延　長：463ｍ�

□問合せ先�
　建設課土地改良係　ＴＥＬ　74－2111�
　　　　　　　　　　（内線247又は248）�

〇〇〇〇トンネル�

〈完成後のイメージ図〉�


